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あらまし：信州大学における 2020年度工学部推薦入試合格者に対する入学前教育の 1つとして，グル
ープワークを実践した．Moodle を使用して非同期分散型で行い，参加者を約 4 人のグループに分け，
課題をひと月に 1題提示した．解答提出までは対話はグループ内に限定されるが，提出後には，他のグ
ループの解答やフィードバック内容を全員が閲覧可能になるように設計した．本稿では参加者の成果や

アンケート回答内容をもとに，この学習デザインの良さや改善点について議論する． 

        キーワード：入学前教育，グループワーク，非同期分散型，eラーニング，協調学習	

 
 
1. はじめに 
	 学生の力を伸ばすための高大接続改革が，文部科

学省で進められている．本稿はその改革への対応に

関わる本学の 2020年度入学予定者の入学前教育（１）

における，グループワーク実践について報告するも

のである．地理的・時間的な制約を超えて入学前の

不安の払拭や自己肯定感を高めるという入学前教育

全体の目的を共有した上で，対面式でないグループ

ワークの中で，参加者がコミュニケーションを取り

ながら個人で取り組む以上の学習成果を得ることを

目的として実施した． 
 

2. 非同期分散型グループワークの実践内容 
	 本グループワークでは，本学で使用している

Moodleを利用した．実質的なグループワーク参加者
は 28名であり，2020年 1月から 3月までの約 3ヶ
月間，毎月１題ずつ課して実施した．１グループは

工学部の先輩学生（SA）2名と合格者 3−4名で構成
され，意見交換しながら課題解決する．初めにグル

ープ内で自己紹介し実践を開始した．1 ヶ月のフロ
ーを図１に，課題の概要を表１および図 2に示す．  

 
図１	 グループワーク課題のフロー 

 
	 グループ課題はいずれもグループワークの議論に

向くような視点の変換を必要とする問題解決型の課

題とした. グループ議論促進のため，SAには参加者
の解答へコメント等を投稿し，励ますよう依頼した． 
 

	      表１ 課題１−３の内容と実施月 

 
	        図２	 課題１−３の説明の一部 
 
	 教員のフィードバックについては，どのグループ

にも一律に模範解答を提示するだけでなく，グルー

プの解答の良いところ，改善すると良いところを記

載した．また，グループワーク実現に向けて，moodle
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のモジュール共通設定の分離グループを使用し，図

１のフェーズ④［他のグループの課題提出内容を見

る工程］になった時に可視グループに設定するよう

にした．（図３） 

 
	 図３	 moodleにおける分離/可視のグループ設定 
	  
3. 実践結果 
	 グループワーク実施後のアンケートとグループワ

ークの学習履歴及び提出物の評価について示す． 
3.1 個人のグループ学習に対する評価 
	 アンケートは 5段階（そう思う〜どちらでもない
〜思わない）尺度で行い，16名が回答した． 
 
    表２	 グループワークアンケート結果（人） 

 
	 表２に示すように「そう思う」の回答は，自分の

解答を書くこと，自分のグループの他の参加者の解

答を見ることについては 11人(69%)であり，教員の
コメントを見ることについては 12人(75%)であった．
そして他者グループの解答を見ることについては

13人（81%）が回答していた．  
	 次に学習履歴から表３に示す項目を確認した． 
 
	    表３	 個人の学習履歴における平均値 

 
 
	 課題１〜３について６つの確認項目の総数を計算

し，確認項目内やアンケートとの相関を分析した．

そのうち相関係数が 0.4 以上になったものを表４に
示す．特に注目すべき結果は，グループ内の他者か

ら解答についてのコメントをもらっていることが，

自分の解答を更新したり，最後にグループ内の解答

を提出することと関連がみられたことである． 
 

	 表４ 学習履歴やアンケート回答の相関分析 

 
	                    ※（）内は表３の項目番号 

3.2 グループの成果に対する評価 
	 グループの課題の評価は．課題が提出されたか否

かで 1点/0点，解答が模範解答の内容をほぼ含んで
いるものを 2点，一部含んでいるものを 1点，含ん
でいないものを 0点とした．結果を表５に示す．グ
ループ課題点は全体の項目に示す． 
 
	  表５ グループ課題点（点）とコメント数 

 
 
	 また，グループ単位で「表 3に示される確認項目」
を算出しその結果とグループ課題点との相関係数が，

0.4以上のものを表６に示す． 
 
	      表６ グループ課題点との各相関 

 
	 特に，他者からコメントがあるほど，グループの

課題点が高いという結果が得られた． 
 

4. まとめと今後の課題 
非同期分散型でのグループワークの実施方法や結

果の概要を述べた．非同期分散型であっても，他者

コメントを積極的に取り入れることや，他グループ

の解答も閲覧可能にすることで、課題解決が達成で

きる可能性が示された．今後 SA の介入方法につい
ての工夫や，議論を促進するコメント等も調査する． 
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